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産婦 人科 領域 にお けるBAYo 9867(Ciprofloxacin)

の基礎 的 ・臨床 的検討

高瀬善次郎 ・三好敏裕 ・藤原道久

中山雅人 ・河本義之 ・白藤博子

川崎医科大学産婦人科学教室

新しく開発 されたキノリンカルボン酸系合成経口抗菌剤BAYo9867に ついて産婦人科領域にお

ける基礎的 ・臨床的検討を行い、次のような結果を得た。

1. BAYo9867のMICのpeak(100倍 希 釈 接 種 菌 量)値 は,S.aureus,S.faecalisで そ れ ぞ れ

0.20,0.78μg/mlで あ り,E.coli,K.pneumoniae,P.mirabilis,P.mlgaris,S.marcescensお よ びP.

aeruginosaで0.012～0.20μg/mlで あ り,対.照 薬 と し たOfloxacin(OFLX),Enoxacin(ENX),

Norfloxacin(NFLX),Nalidixic acid(NA)よ り優 れ て い た 。

2. 臨床効果では子宮附属器炎1例,バ ルトリン腺膿瘍2例,乳 腺炎2例,急 性膀胱炎4例 の計

9例 に,BAYo 98671回100～200mg,1日3回,5～8日 間投 与 し,著 効2例,有 効7例 で

あ っ た。 副 作 用 及 び 臨床 検 査 値 異 常 は認 め られ な か っ た。

BAYo 9867は 西 ドイ ツ ・バ イエ ル社 で 開 発 され たキ

ノ リン カル ボ ン酸 系 の合 成 経 口抗 菌 剤 で あ る。 化 学 構 造

上1位 にcyclopropyl基 を有 して お り(Fig.1),嫌 気 性

菌 を含 む グ ラム 陽性 菌 お よ び グ ラ ム陰性 菌 に対 して 広 範

囲 な抗 菌 ス ペ ク トラ ム を有 して い る1)。

今 回,本 剤 に つ い て産 婦 人 科 領 域 で の基 礎 的 ・臨 床 的

検 討 を行 う機 会 を得 た の で,そ の 成績 に つ い て報 告 す る。

I.抗 菌 力

当 教 室 保 存 の 臨 床 分 離 株365株(S.aureus 50株,S.

faecalis 40株,E.coli 50株,K.pneumoniae 50株,P.mira-

bilis 50株,P.vulgaris 25株,S.marcescens 50株,P.aeru-

ginosa 50株)に つ い て,日 本化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 従 い,

寒 天 平 板 希 釈 法 で 最 小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 測定 した。

なお接 種 菌量 は原 液 お よ び100倍 希 釈 液 と した2)。 また,

同 時 にOFLX,ENX,NFLX,NAのMICを 測 定 し,比

較検 討 した(Fig.2～9)。

S.aureusに 対 す る本 剤 のMICのpeak値 は原 液 お よび

100倍 希 釈 液 で,そ れ ぞ れ0.39,0.20μg/mlで あ り,原

Fig.1 Chemical structure of BAYo 9867

1-cyclopropyl-6-fluoro-1,4-dihydro-4

-oxo-7-(1-piperazinyl)-3-quinolinecarboxylic acid

-hydrochlonde-monohydrate

液 で はOFLXと 同 程 度 で あ りENX,NFLX,NAよ り優

れ,100倍 希 釈 液 で は他 の 比 較薬 剤 よ り優 れ て いた。

S.faecalisに 対 す る 本 剤 のMICのpeak値 は,原 液 お

よ び100倍 希 釈 液 と も0.78μg/mlで あ り,他 の 比較 薬剤

よ り優 れ て い た。

E.coliに 対 す る本 剤 のMICのpeak値 は,原 液 お よび

100倍 希 釈 液 と もに0.012μg/mlあ るい は そ れ以 下 で あ

り,他 の比 較 薬 剤 よ り優 れ て い た。

K.pneumoniaeに 対 す る本 剤 のMICのpeak値 は,原 液

で は0.20μ9/mlで あ り,OFLX,ENX,NFLXと 同程度,

NAよ り優 れ て い た。100倍 希 釈 液 で は0.05μg/mlで,

他 剤 よ り優 れ て い た。

P.mirabilisお よ びP.vulgarisに 対 す る本 剤 のMICの

peak値 は,原 液 及 び100倍 希釈 液 と も0.05μg/mlで,他

剤 よ り優 れ て い た。

S.marcescensに 対 す る本 剤 のMICのpeak値 は,原 液

お よ び100倍 希 釈 液 で そ れ ぞれ0.39,0.10μg/mlで あ り,

他 剤 よ り も優 れ て い た。

P.aeruginosaに 対 す る 本剤 のMICのpeak値 は,原 液

で は0.20～0.39μg/ml,100倍 希 釈 液 で は0.20μg/mlで,

他 の 比較 薬剤 よ り優 れ て い た。

II.臨 床 的 検 討

昭和58年12月 ～昭 和59年8月 まで に当 科 を受 診 した外

来 お よび 入 院 した症 例 で,子 宮 附属 器 炎1例,バ ル トリ

ン腺膿 瘍2例,乳 腺 炎2例,急 性 膀 胱 炎4例 の計9例 を

対 象 と した。

投 与 方 法 はBAYo 9867を1回100～200mg,1日3
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回,5～8日 間経口投与 した(Table1)。

効果の判定は以下の基準に従った。

著効:主 要自他覚症状が,3日 以内に著しく改善 し,

治癒に至った場合。

有効:主 要自他覚症状が,3日 以内に改善の傾向を示

し,そ の後治癒に至った場合。

無効:主 要自他覚症状が,3日 経過 しても改善されな

い場合。

なお,手 術 ・切開などの外科的療法を併用 して著効で

あったものは著効とせず,す べて有効とした。

以上の判定基準に従った臨床効果は著効2例,有 効7

例で有効率100%で あ った。

細菌学的にはバルトリン腺膿瘍の1例 よりPeptococcus

magnusが 検出され,急 性膀胱炎の2例 か らはE.coli,

1例 よりS.faecalisが 検出されたが,い ずれも本剤投与

により消失 した。

本剤投与によると思われる自他覚的な副作用は認めら

れなかった。また本剤投与前後の臨床検査値(血 液所見,

肝機能,腎 機能)をTable2に 示 したが,本 剤投与に

よると思われる臨床検査値の異常は認められなかった。

III.考 案

BAYo9867は グラム陽性菌および陰性菌に対 し広範

囲な抗菌力を有 しているのが特徴である1)。

当教室の臨床分離保存株でのMIC(100倍 希釈液)の

peak値 は,グ ラム陽性菌で0.20～0.78μg/ml,P.aeru-

ginosaを 含むグラム陰性菌では0.20μ9/ml以 下 と強い

抗 菌 力 を示 し,対 照 と し たOFLX,ENX,NFLX,NA

よ り優 れ て い た。 特 に,産 婦 人科 領 域 感 染 症 に お け る主

要 な 原 因 菌 で あ るE.coliに 対 す るMICのpeak値 は

0.012μg/mlあ る い は そ れ以 下 と優 れ た値 で あ っ た。

ま た 自験 例 に は な い が,Peptococcus,Peptostreptococcus,

B.fragilisな どの 嫌 気 性 菌 に も優 れ た抗 菌 力 を有 して い

る1)。

臨床成績では子宮附属器炎1例,バ ル トリン腺膿瘍2

例,乳 腺炎2例,急 性膀胱炎4例 の計9例 に本剤を投与

し,著 効2例,有 効7例 であ り,細 菌学的にも検出でき

た4株 が消失 した。

本剤投与によると思われる副作用および臨床検査値異

常は認められなかった。

産婦人科領域の感染症で尿路感染症のみならず,性 器

感染症においてもグラム陰性桿菌や嫌気性菌の分離頻度

が高 くなっている31こ とを考えれば,本 剤の産婦人科領

域における有用性は高いものと考える。
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BACTERIOLOGICAL AND CLINICAL STUDIES OF BAY o 9867

IN THE FIELD OF OBSTETRIC AND GYNECOLOGY
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MASATO NAKAYAMA,YOSHIYUKI KOMOTO and HIROKO SHIRAFUJI
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BAY o 9867,a new synthetic antibacterial agent,was evaluated for its antibacterial activity and clinical efficacy in

the field of obstetrics and gynecology.

1. In the study of MICs of BAY o 9867,the peak of MICs for S.aureus and S.faecalis(100-fold diluted inocula)

were 0.20 and 0.78 ƒÊg/ml,and the peak of MICs for E.coli,K.pneumoniae,P.mirabilis,P.vulgaris,S.marcescens and P .

aeruginosa were 0.012 to 0.20 ƒÊg/ml.And the peak of MICs for these microbes were better than those of standard

drugs OFLX,ENX,NFLX and NA.

2. In the clinical study,BAY o 9867 was administered orally in doses of 100•`200mg three times a day for 5•`—

8 days to 9 cases comprising 1 with adnexitis,2 with Bartholin's abscess,2 with mastitis and 4 with acute cystitis .The

clinical response was excellent in 2 cases and good in 7 cases.Side effect and abnormal clinical laboratory data due to

BAY o 9867 was not observed in all cases.


